
 

 

名古屋学院大学では、大学での学びをスムーズに行うため、
アクティブ・ラーニング入試、グローバル人材入試、
商業系科目入試、情報・商業系資格重視入試、指定校推薦入試合格者には、
入学前の期間を使い、本プログラムに取り組んでいただきます。

入学準備学習プログラムは

 対象入試合格者全員必須課題（有料）です。

合格者の皆さんは、必ずこの冊子をお読みください。

名古屋学院大学



 

 

CONTENTS

入学準備学習とは？ ・・・・・・・・・・・・・01

入学準備学習プログラムの実施方法 ・・・・・・・・・・・・・02

経済学部 ・・・・・・・・・・・・・03

現代社会学部 ・・・・・・・・・・・・・05

商学部 ・・・・・・・・・・・・・07

経営学部 ・・・・・・・・・・・・・09

法学部 ・・・・・・・・・・・・・11

外国語学部 ・・・・・・・・・・・・・13

国際文化学部 ・・・・・・・・・・・・・15

スポーツ健康学部 ・・・・・・・・・・・・・17

リハビリテーション学部 ・・・・・・・・・・・・・19

※裏表紙の注意書きもお読みください。

 
 
 

 



 

 

CONTENTS

入学準備学習とは？ ・・・・・・・・・・・・・01

入学準備学習プログラムの実施方法 ・・・・・・・・・・・・・02

経済学部 ・・・・・・・・・・・・・03

現代社会学部 ・・・・・・・・・・・・・05

商学部 ・・・・・・・・・・・・・07

経営学部 ・・・・・・・・・・・・・09

法学部 ・・・・・・・・・・・・・11

外国語学部 ・・・・・・・・・・・・・13

国際文化学部 ・・・・・・・・・・・・・15

スポーツ健康学部 ・・・・・・・・・・・・・17

リハビリテーション学部 ・・・・・・・・・・・・・19

※裏表紙の注意書きもお読みください。

 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
  
 
 

東進ハイスクールの一流講師による分かりやすい映像授業を自宅で受講し

ます。自分の予定に合わせて都合の良いときに学習ができます。分からな

いところは何度でも繰り返し見直しましょう。

理解ができたかどうかを確認するため、「確認テスト（課題）」に取り組み、

郵送で提出します。

※提出スケジュールが組まれているので遅れないようにしましょう。

そ の ②
映 像 授 業

 

そ の ③
確 認 テ ス ト

ご自宅（合格通知書を送付した住所）に教材をお送りします。教材一式（テキスト・DVD・課
題）と学習スケジュールがご自宅に届いたら、学習を開始し、定められた期限までに課題を提出
してください。DVDを利用しないWEB受講（パソコン・スマートフォンでの受講）にも対応し
ています。WEB受講に必要な IDなどは、教材到着後に別途ご自宅へお届けいたします。

送っていただいた「確認テスト」は東進ハイスクールで採点・添削します。

郵送で返却しますので、間違えたところはもう一度映像授業を見直しなが

ら復習し、着実に自分のものにしていきましょう。

最後まで順調に進められるように、メンタリング（激励や助言）を実施し

ます。学習に関するご相談があればアドバイスします。

（「株式会社ナガセ」の担当者から電話が入りますので積極的に活用しま

しょう。）

－02－

映像授業は入学後も視聴できます（DVD：期限なし。Web：

2026 年 3月 31 日まで）。大学の授業でわからないことがあ

ったときなどに活用しましょう

全ての課題を遅延なく提出し、かつ優秀

な成績を獲得した受講者には、大学より

修了証をお渡しします。なお、課題が十

分に達成できない場合、入学準備の特別

補習を受講してもらうことがあります。

そ の ⑥
修 了 証

入学準備学習プログラムの実施方法 

そ の ④
復 習

そ の ⑤
サ ポ ー ト

そ の ①
受 取 ・ 入 金
 

教材を受取後、５営業日以内に受講料を必ずお振込み下さい。

（振込先は、教材に同梱される「振込のご案内」をご確認ください）

見本

どのようにまとめ、表現すればよいのかを講師

が映像で丁寧に解説します。不明な点が「わか

る」ようになり、文章での表現力を養います。

わかりやすい
映像授業  

Point

1 

みなさんからの提出課題を丁寧に添削した後、

返却します。赤ペンで要点を明示しているの

で、しっかり復習をして自分の弱点を克服しま

しょう。

ひとりひとりへ
丁寧な添削 

Point

２ 

みなさんの学習計画を順調に進めるため、定期

的に電話で学習状況を確認します。最後までプ

ログラムを達成できるよう個別のフォローをし

ます。

大学では、資料を読み、論旨を理解し、自分の意見を表現する学習機
会が増えます。レポートや論文として文章で、プレゼンテーションにお
いて口頭で発表・報告する課題もあります。高校までの学びと最も異な
る内容を本学の「入学準備学習プログラム」で扱います。全学部とも高
大接続で重視される「学力の 3 要素」のうち、思考力・判断力・表現力
を養うものです。本プログラムに取り組めば、大学での学びの不安は充
分に払拭できます。また、自らが主体的に学習計画を遂行できるマネジ
メント能力も必要です。提出課題は期限に遅れることなく進め、プログ
ラムを完遂させましょう。

個別
サポート体制  

Point

３ 

＼ プログラムのここが特徴 ／ 

－01－

アクティブ・ラーニング入試、グローバル人材入試、商業系科目入試、情報・商業系
資格重視入試、指定校推薦入試合格者は全員、入学準備学習（東進ハイスクール通信
添削講座）に取り組む必要があります。

みなさんは大学での学びに不安はないですか？ 

入学準備学習とは？ 

－ 01－
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■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）
90 分の映像授業（10回）と課題提出（10回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。

※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学が指定した下記の 10単元の課
題に取り組みます。ただし、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれる
すべての授業を積極的に自習していただくことを期待します。

デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける 情報時代の要約術

ことばを自分のものにする 複眼的に思考するための読書

社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方

むずかしい本を読む方法
（文章要約）

将来の夢について考える
【小論文添削課題１】

常識を批判する力を養う
（表・グラフ要約）

作文とレポート 働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】

■推薦図書リスト
『 歳からのはじめてのゲーム理論』鎌田雄一郎、ダイヤモンド社、 年
『行動経済学の使い方』大竹文雄、岩波新書、 年
『最後通牒ゲームの謎』小林佳世子、日本評論社、 年
『物価とは何か』渡辺努、講談社、 年
『 （ファクトフルネス）』ハンス・ロスリング他、上杉周作・関美和 翻訳 、日経 、

年
『現代経済学の直観的方法』長沼伸一郎、講談社、 年
『フィンランド人はなぜ午後４時に仕事が終わるのか』堀内都喜子、ポプラ社、 年
『人は話し方が 割』永松茂久、すばる舎、 年
『同志少女よ、敵を撃て』逢坂冬馬、早川書房、 年
『独ソ戦 絶滅戦争の惨禍』大木毅、岩波新書、 年

入学前の時間を使い、上記リストにある図書を、1冊でも２冊でもよいので、読んでみてください。
経済学はみなさんから遠いところにある学問ではありません。本当に身近なところに、今みなさんがこの冊子

を読んでいるすぐそばにも研究すべき対象があるのです。
また、大学に入学すれば、自分の考えを持ち、自分の言葉で周りの人々に伝える機会が増えてきます。そのた

めには、物事の多様な見方を知っておくことが必要です。一見何に役立つのかわからない教養知識が役立つもの
です。

－04－

 

－03－

経済学部 入学準備学習プログラム

経済学部では、大学での学修に必要な文章読解や要約・作文の力を高めてもらうために、入学までの期間を利

用して「入学準備学習プログラム」を実施しています。

このプログラムは、指示された映像教材（10 講）やテキストを自宅で学習し、毎回（講）の課題を提出して

添削を受け、読解力および要約力を確認し、文章（書籍）やデータを正確に理解する基礎的な能力を高めること

が目的です。同時に、期日までに課題を仕上げるという学習習慣の確立を目指します。このプログラムのスケジ

ュールを確認し、計画的に学習を進めてください。

経済学ではヒト・モノ・カネの流れを理解するために、テキストや新聞・雑誌などを読む必要があります。内

容を理解し、要約できる力が求められます。また、経済の変化を数値で表すことが多く、表やグラフの読み取り

方も重要です。以上のような力は授業だけでなく、学部必須である卒業論文の作成にも大いに役立ちます。

合格者のみなさんは、必ず「入学準備学習プログラム」を受講し、積極的に取り組むようお願いいたします。
 
 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング
入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  
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容を理解し、要約できる力が求められます。また、経済の変化を数値で表すことが多く、表やグラフの読み取り

方も重要です。以上のような力は授業だけでなく、学部必須である卒業論文の作成にも大いに役立ちます。

合格者のみなさんは、必ず「入学準備学習プログラム」を受講し、積極的に取り組むようお願いいたします。
 
 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング
入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－ 04－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）

90 分の映像授業（10 回）と課題提出（10 回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。

※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学が指定した下記の 10 単元の課
題に取り組みます。ただし、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれる
すべての授業を積極的に自習していただくことを期待します。

■推薦図書リスト
『社会科学における人間』大塚久雄、岩波新書、 年

『経済学に何ができるか－文明社会の制度的枠組み』猪木武徳、中公新書、 年

『社会とどうかかわるか－公共哲学からのヒント』山脇直司、岩波ジュニア新書、 年

『人口減少社会という希望』広井良典、朝日新聞出版、 年

『学習設計マニュアル―「おとな」になるためのインストラクショナルデザイン』鈴木克明・美馬のゆり

（編著）、北大路書房、 年

『現代政治学入門』バーナード・クリック、添谷育志・金田耕一（翻訳）、講談社学術文庫、 年

『日本の歴史をよみなおす（全）』網野善彦、ちくま学芸文庫、 年

『才能の科学』マシュー・サイド、 山形浩生・守岡桜（翻訳）、河出書房新社、 年

本を読むこと、さまざまな文章に触れることも、現代社会への大切なアプローチです。コミュニケーションの
力を高める基礎となります。また、読書は、イマジネーションの力で私たちを多様な世界へと誘ってくれて、仮
想体験を通じて人生を豊かにしてくれます。自由時間のたっぷりあるこの時期に、そして社会に出る前に、「読
書する力」をしっかりと身につけておきましょう。 

#01 デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける 

#06 情報時代の要約術

#02 ことばを自分のものにする #07 複眼的に思考するための読書

#03 社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方

#08 むずかしい本を読む方法
（文章要約）

#04 将来の夢について考える
【小論文添削課題１】

#09 常識を批判する力を養う
（表・グラフ要約）

#05 作文とレポート #10 働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】

－06－
－05－

現代社会学部では、早期に本学への入学を決められた皆さんに対して「入学準備学習プログラム」を実施し
ています。これは、本学入学までの期間を利用して大学での学修に必要な基礎的能力を再確認し、身につける
とともに、現代社会学部での学び方に慣れるためのプログラムですので、必ず受講してください。

このプログラムは、通信添削課題で構成されています。通信添削講座には、読解力・文章力・批判力という
つの要素が組み込まれています。レポートを作成するには、この つの要素は欠かせません。現代社会学部

では、基礎となる経済学、社会学、心理学、法学や都市・地域などの調査に関する授業が行われており、各授
業で上記 つの要素が必要になります。学部教育で行われる社会調査などでは、調査結果を表やグラフとして
まとめるだけでなく、それらを文章化するための表現力も大切です。

大学では、自主的に多くの文献を読みこなし、社会で見落とされている問題の発見へとつなげ、それらを分
析することが求められます。このプログラムは、現代社会に関わりのある内容を映像授業から自主的に学び、
課題提出をするものです。

入学までの期間に下記の入学準備学習プログラムで自習することで、その後、充実した大学生活を送ること
ができるようにしましょう。 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター

URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（ ： 受付時間 平日 ： ～ ： （土日祝除く））

現代社会学部 入学準備学習プログラム

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング
入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－ 05－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）

90 分の映像授業（10 回）と課題提出（10 回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。

※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学が指定した下記の 10 単元の課
題に取り組みます。ただし、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれる
すべての授業を積極的に自習していただくことを期待します。

■推薦図書リスト
『社会科学における人間』大塚久雄、岩波新書、 年

『経済学に何ができるか－文明社会の制度的枠組み』猪木武徳、中公新書、 年

『社会とどうかかわるか－公共哲学からのヒント』山脇直司、岩波ジュニア新書、 年

『人口減少社会という希望』広井良典、朝日新聞出版、 年

『学習設計マニュアル―「おとな」になるためのインストラクショナルデザイン』鈴木克明・美馬のゆり

（編著）、北大路書房、 年

『現代政治学入門』バーナード・クリック、添谷育志・金田耕一（翻訳）、講談社学術文庫、 年

『日本の歴史をよみなおす（全）』網野善彦、ちくま学芸文庫、 年

『才能の科学』マシュー・サイド、 山形浩生・守岡桜（翻訳）、河出書房新社、 年

本を読むこと、さまざまな文章に触れることも、現代社会への大切なアプローチです。コミュニケーションの
力を高める基礎となります。また、読書は、イマジネーションの力で私たちを多様な世界へと誘ってくれて、仮
想体験を通じて人生を豊かにしてくれます。自由時間のたっぷりあるこの時期に、そして社会に出る前に、「読
書する力」をしっかりと身につけておきましょう。 

#01 デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける 

#06 情報時代の要約術

#02 ことばを自分のものにする #07 複眼的に思考するための読書

#03 社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方

#08 むずかしい本を読む方法
（文章要約）

#04 将来の夢について考える
【小論文添削課題１】

#09 常識を批判する力を養う
（表・グラフ要約）

#05 作文とレポート #10 働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】

－06－
－05－

現代社会学部では、早期に本学への入学を決められた皆さんに対して「入学準備学習プログラム」を実施し
ています。これは、本学入学までの期間を利用して大学での学修に必要な基礎的能力を再確認し、身につける
とともに、現代社会学部での学び方に慣れるためのプログラムですので、必ず受講してください。

このプログラムは、通信添削課題で構成されています。通信添削講座には、読解力・文章力・批判力という
つの要素が組み込まれています。レポートを作成するには、この つの要素は欠かせません。現代社会学部

では、基礎となる経済学、社会学、心理学、法学や都市・地域などの調査に関する授業が行われており、各授
業で上記 つの要素が必要になります。学部教育で行われる社会調査などでは、調査結果を表やグラフとして
まとめるだけでなく、それらを文章化するための表現力も大切です。

大学では、自主的に多くの文献を読みこなし、社会で見落とされている問題の発見へとつなげ、それらを分
析することが求められます。このプログラムは、現代社会に関わりのある内容を映像授業から自主的に学び、
課題提出をするものです。

入学までの期間に下記の入学準備学習プログラムで自習することで、その後、充実した大学生活を送ること
ができるようにしましょう。 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター

URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（ ： 受付時間 平日 ： ～ ： （土日祝除く））

現代社会学部 入学準備学習プログラム

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング
入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－ 06－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）
90 分の映像授業（10回）と課題提出（10回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。
※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学が指定した下記の 10 単元の課
題に取り組みます。ただし、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれる
すべての授業を積極的に自習していただくことを期待します。

■推薦図書リスト
『アメーバ経営』稲盛和夫、日経ビジネス人文庫、 年
『ビッグデータの覇者たち』海部美知、講談社現代新書、 年
『経営はロマンだ 』小倉昌男、日経ビジネス人文庫、 年
『本田宗一郎 夢を力に』本田宗一郎、日経ビジネス人文庫、 年
『松下幸之助 夢を育てる』松下幸之助、日経ビジネス人文庫、 年
『 シュードッグ 』フィル・ナイト、大田黒奉之（翻訳）、東洋経済新報社、 年
『 四騎士が創り変えた世界』スコット・ギャロウェイ、東洋経済新報社、 年
『 を劇的に変えた、たった つの考え方 成功を引き寄せるマーケティング入門』、森岡毅

年
『コンテナ物語 世界を変えたのは「箱」の発明だった 増補改訂版』マルク・レビンソン、村井章子 翻
訳 日経 、 年

『なぜアマゾンは「今日中」にモノが届くのか』林部健二、プチ・レトル、 年
『会計のルールはこの つしかない』石川 淳一、 松本 武洋、洋泉社、 年
『会社の数字を科学する すっきりわかる財務・会計・投資』内山 力、 研究所、 年

入学にあたり、高校生の皆さんにお願いしたい事のひとつとしてほんの少しでも企業経営について触れる機
会を持って欲しいと考えます。商学部では、実際に経営者の方にお話し頂く機会を設けていますが、その回数
はそれほど多くありません。そこで、企業経営で成功した、あるいは失敗した経営者の書籍を読んでおくこと
で、大学での修学に活かしていただきたいと思います。上記に理解しやすい企業家や企業経営についての書籍
を挙げましたので是非読んでみてください。
 

#01 デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける #06 情報時代の要約術

#02 ことばを自分のものにする #07 複眼的に思考するための読書

#03 社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方 #08 むずかしい本を読む方法

（文章要約）

#04
将来の夢について考える
【小論文添削課題１】 #09 常識を批判する力を養う

（表・グラフ要約）

#05 作文とレポート #10 働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】

－08－

商学部 入学準備学習プログラム

商学部では、大学での学修に必要な文章読解力・要約力を一層高めていただくために、入学までの期間におい

て「入学準備学習プログラム」を実施しています。この入学準備学習プログラムは、指示された映像教材（

講）やテキストを自宅で学習し、毎回（講）課題を提出して添削を受け、読解力および要約力を確認し、文章（書

籍）を正確に理解する基礎的な能力を高めることを目指します。

商学部で学ぶ上で、経営者や管理者が執筆した書籍から、経営管理者が経営実践において獲得した知見や実践

に裏付けされた理論を読み取り、実践につなげることが大切な学習の一つになります。読解力の養成は、こうし

た学習に不可欠です。

商学部での学修をより一層実りあるものにするために、合格者の皆様におかれましては、必ず入学準備学習に

取り組むようにお願いします。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 商業系科目入試
情報・商業系資格重視入試

指定校推薦入試
商業系科目入試（追試）

情報・商業系資格重視入試
（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－07－

－ 07－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）
90 分の映像授業（10回）と課題提出（10回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。
※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学が指定した下記の 10 単元の課
題に取り組みます。ただし、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれる
すべての授業を積極的に自習していただくことを期待します。

■推薦図書リスト
『アメーバ経営』稲盛和夫、日経ビジネス人文庫、 年
『ビッグデータの覇者たち』海部美知、講談社現代新書、 年
『経営はロマンだ 』小倉昌男、日経ビジネス人文庫、 年
『本田宗一郎 夢を力に』本田宗一郎、日経ビジネス人文庫、 年
『松下幸之助 夢を育てる』松下幸之助、日経ビジネス人文庫、 年
『 シュードッグ 』フィル・ナイト、大田黒奉之（翻訳）、東洋経済新報社、 年
『 四騎士が創り変えた世界』スコット・ギャロウェイ、東洋経済新報社、 年
『 を劇的に変えた、たった つの考え方 成功を引き寄せるマーケティング入門』、森岡毅

年
『コンテナ物語 世界を変えたのは「箱」の発明だった 増補改訂版』マルク・レビンソン、村井章子 翻
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入学にあたり、高校生の皆さんにお願いしたい事のひとつとしてほんの少しでも企業経営について触れる機
会を持って欲しいと考えます。商学部では、実際に経営者の方にお話し頂く機会を設けていますが、その回数
はそれほど多くありません。そこで、企業経営で成功した、あるいは失敗した経営者の書籍を読んでおくこと
で、大学での修学に活かしていただきたいと思います。上記に理解しやすい企業家や企業経営についての書籍
を挙げましたので是非読んでみてください。
 

#01 デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける #06 情報時代の要約術

#02 ことばを自分のものにする #07 複眼的に思考するための読書

#03 社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方 #08 むずかしい本を読む方法

（文章要約）

#04
将来の夢について考える
【小論文添削課題１】 #09 常識を批判する力を養う

（表・グラフ要約）

#05 作文とレポート #10 働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】
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商学部 入学準備学習プログラム

商学部では、大学での学修に必要な文章読解力・要約力を一層高めていただくために、入学までの期間におい

て「入学準備学習プログラム」を実施しています。この入学準備学習プログラムは、指示された映像教材（

講）やテキストを自宅で学習し、毎回（講）課題を提出して添削を受け、読解力および要約力を確認し、文章（書

籍）を正確に理解する基礎的な能力を高めることを目指します。

商学部で学ぶ上で、経営者や管理者が執筆した書籍から、経営管理者が経営実践において獲得した知見や実践

に裏付けされた理論を読み取り、実践につなげることが大切な学習の一つになります。読解力の養成は、こうし

た学習に不可欠です。

商学部での学修をより一層実りあるものにするために、合格者の皆様におかれましては、必ず入学準備学習に

取り組むようにお願いします。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 商業系科目入試
情報・商業系資格重視入試

指定校推薦入試
商業系科目入試（追試）

情報・商業系資格重視入試
（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－07－
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■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）
90 分の映像授業（10回）と課題提出（10回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。

※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学が指定した下記の 10 単元の課
題に取り組みます。ただし、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれる
すべての授業を積極的に自習していただくことを期待します。

■推薦図書リスト
入学にあたり、合格者の皆さんにお願いしたい事の一つに、「少しでも企業経営について触れる機会を持っ

て欲しい」ということがあります。経営学部では、大学での学びを実践で生かすことが出来る人に成長しても
らうため、実際の企業データを活用した講義や、経営者から講演を聞く機会、企業や仲間と協働する
などを提供します。企業の戦略や経営者の発想力などは書籍からも多くを学ぶことができます。読みやすく、
理解しやすい書籍を挙げましたので是非読んでみてください。

『金持ちだけが持つ超発想』藤田田、 ベストセラーズ、 年
『ザ・ゴール ― 企業の究極の目的とは何か』エリヤフ・ゴールドラット 三本木亮 翻訳 、ダイヤモン
ド社、 年

『コンテナ物語 世界を変えたのは「箱」の発明だった 増補改訂版』マルク・レビンソン、村井章子 翻
訳 日経 、 年

『数と計算の意味がわかる』野崎昭弘ほか、ベレ出版、 年
『スターバックスはなぜ値下げもテレビ もしないのに強いブランドでいられるのか？』ジョン・ム
ーア 著 、花塚恵 翻訳 、ディスカヴァー・トゥエンティワン、 年

『デパ―トを発明した夫婦』鹿島茂、講談社現代新書、 年
『天才読書 世界一の富を築いたマスク、ベゾス、ゲイツが選ぶ 冊』山崎良兵、日経 、 年
『統計学が最強の学問である』西内啓、ダイヤモンド社、 年
『ドリルを売るには穴を売れ』佐藤義典、青春出版社、 年
『 円のコーラを 円で売る方法２』永井孝尚、 、 年
『ビジネスフレームワーク図鑑－すぐ使える問題解決・アイデア発想ツール 』株式会社アンド 著 、翔
泳社、 年

#01 デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける #06 情報時代の要約術

#02 ことばを自分のものにする #07 複眼的に思考するための読書

#03 社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方 #08 むずかしい本を読む方法

（文章要約）

#04 将来の夢について考える
【小論文添削課題１】 #09 常識を批判する力を養う

（表・グラフ要約）

#05 作文とレポート #10 働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】
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経営学部 入学準備学習プログラム
経営学部では、読解力・要約力・批判力、社会情勢やデータを把握する力など、入学後に必要な基礎的能力

を再確認し身につけていただくために、入学までの期間を利用する「入学準備学習プログラム」を提供してい

ます。

この入学準備学習プログラムは、指示された映像教材（ 講）やテキストを自宅で学習し、毎回（講）課題

を提出して添削を受け、読解力および要約力を確認し、文章（書籍）やグラフなどを正確に理解する基礎的な

能力を高めることが目的です。同時に、期日までに課題を仕上げ提出するという学習習慣の確立を目指します。

よって、プログラムのスケジュールを確認し、計画的に学習を進めてください。

入学準備学習プログラムは、経営学部での学びに慣れるためのプログラムでもあり、入学後の学修をより円

滑に進めることに繋がります。経営学部での学修をより一層実りあるものにするために、合格者の皆様におか

れましては、必ず入学準備学習プログラムに取り組むようにお願いします。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 商業系科目入試
情報・商業系資格重視入試

指定校推薦入試
商業系科目入試（追試）

情報・商業系資格重視入試
（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）
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プログラムについて  
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プログラムについて  
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■通信添削講座 カリキュラム（全 講）
「国語標準（要約編）」

分の映像授業（ 回）と小論文添削課題（ 回）で構成されています。添削された答案が返却されます
ので、そこで受けた指摘をしっかりと読み、大学生としてふさわしい文章力を身につけてください。

#01 情報時代の要約術 #06
一つのテーマに関する複数の新聞を読み
比べる（新聞社説要約）

#02 論理的に考えるということ #07
「聞くこと」と「聴くこと」
（聴き取り要約）

#03 複眼的に思考するための読書 #08
常識を批判する力を養う
（表・グラフ要約）

#04
彼（女）が書くもう一人の自分
【小論文添削課題 1】

#09
働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題 2】

#05
むずかしい本を読む方法
（文章要約）

#10 コミュニケーションのための要約力

■推薦図書リスト
『なぜ私はこの仕事を選んだのか』岩波書店編集部編、岩波ジュニア新書、 年
『旅に出ようー世界にはいろんな生き方があふれている』近藤雄生、岩波ジュニア新書、 年
『おとなの教養ー私たちはどこから来て、どこへ行くのか』池上彰、 出版新書、 年
『伝えるための教科書』川井龍介、岩波ジュニア新書、 年
『キヨミズ准教授の法学入門』木村草太、星海社新書、 年

■読書のすすめ
読書は、自分が社会で生きていくために必要な知識や表現力や感性を豊かにしてくれます。作者が読者に伝え

たいことをしっかり読み取り、自分の考えをまとめ、他者に伝える過程を踏むことによって、ものごとの理解力
を養うことができ、また、ものの見方が広がっていきます。
大学での学修により専門的な知見を蓄えて、社会に出て活躍するためには、想像力、感動力も身につけること

が大切です。入学準備学習プログラムに取り組むとともに、ぜひ、読書の習慣をつけて下さい。
これから、入学前の数か月間のゆとりある時間を使って、上にあげた推薦図書のいくつかを読み、読後感想文

を書いてみて、身近な人に聞いてもらう、見てもらう機会を作られることをお願いいたします。
なお、４月はじめに、法学部全入学者には法学部の入学時指導として、『全世界史 下』（出口治明、新潮文

庫、 年）を読んで本学のネット上の問題「法律学と歴史」に解答していただきます。皆さんが法学部で学
ぶ「法律学」は、近代以降に発達してきたものです。私たちは、法律学を学ぶためには、近代以降の世界の歴史
を理解することが不可欠であると考えています。 

－12－

法学部 入学準備学習プログラム

法学部では、大学での学修に必要となる基礎的な文章作成能力を身につけていただくため、入学までの期間

を利用して「入学準備学習プログラム」を実施しております。この「入学準備学習」は、 や での映

像教材をもとに自宅で学習し、数回にわたって課題に対する小論文を提出して添削を受け、文章作成能力の向

上を目指すものです。

大学では高校までの学習に比べて、授業における課題レポートの作成や試験答案の作成など文章を書く機会

が非常に多くなります。一定のレベルで文章を作成する能力は、こうした大学での学修に不可欠であるばかり

でなく、将来の就職対策としても大変重要なものです。

合格者の皆様には、より充実した大学生活を送るために、入学前の学習に取り組まれますようお願いいた

します。
 
 
 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

 
 

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング
入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－11－
－ 11－



■通信添削講座 カリキュラム（全 講）
「国語標準（要約編）」

分の映像授業（ 回）と小論文添削課題（ 回）で構成されています。添削された答案が返却されます
ので、そこで受けた指摘をしっかりと読み、大学生としてふさわしい文章力を身につけてください。

#01 情報時代の要約術 #06
一つのテーマに関する複数の新聞を読み
比べる（新聞社説要約）

#02 論理的に考えるということ #07
「聞くこと」と「聴くこと」
（聴き取り要約）

#03 複眼的に思考するための読書 #08
常識を批判する力を養う
（表・グラフ要約）

#04
彼（女）が書くもう一人の自分
【小論文添削課題 1】

#09
働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題 2】

#05
むずかしい本を読む方法
（文章要約）

#10 コミュニケーションのための要約力

■推薦図書リスト
『なぜ私はこの仕事を選んだのか』岩波書店編集部編、岩波ジュニア新書、 年
『旅に出ようー世界にはいろんな生き方があふれている』近藤雄生、岩波ジュニア新書、 年
『おとなの教養ー私たちはどこから来て、どこへ行くのか』池上彰、 出版新書、 年
『伝えるための教科書』川井龍介、岩波ジュニア新書、 年
『キヨミズ准教授の法学入門』木村草太、星海社新書、 年

■読書のすすめ
読書は、自分が社会で生きていくために必要な知識や表現力や感性を豊かにしてくれます。作者が読者に伝え

たいことをしっかり読み取り、自分の考えをまとめ、他者に伝える過程を踏むことによって、ものごとの理解力
を養うことができ、また、ものの見方が広がっていきます。
大学での学修により専門的な知見を蓄えて、社会に出て活躍するためには、想像力、感動力も身につけること

が大切です。入学準備学習プログラムに取り組むとともに、ぜひ、読書の習慣をつけて下さい。
これから、入学前の数か月間のゆとりある時間を使って、上にあげた推薦図書のいくつかを読み、読後感想文

を書いてみて、身近な人に聞いてもらう、見てもらう機会を作られることをお願いいたします。
なお、４月はじめに、法学部全入学者には法学部の入学時指導として、『全世界史 下』（出口治明、新潮文

庫、 年）を読んで本学のネット上の問題「法律学と歴史」に解答していただきます。皆さんが法学部で学
ぶ「法律学」は、近代以降に発達してきたものです。私たちは、法律学を学ぶためには、近代以降の世界の歴史
を理解することが不可欠であると考えています。 

－12－

法学部 入学準備学習プログラム

法学部では、大学での学修に必要となる基礎的な文章作成能力を身につけていただくため、入学までの期間

を利用して「入学準備学習プログラム」を実施しております。この「入学準備学習」は、 や での映

像教材をもとに自宅で学習し、数回にわたって課題に対する小論文を提出して添削を受け、文章作成能力の向

上を目指すものです。

大学では高校までの学習に比べて、授業における課題レポートの作成や試験答案の作成など文章を書く機会

が非常に多くなります。一定のレベルで文章を作成する能力は、こうした大学での学修に不可欠であるばかり

でなく、将来の就職対策としても大変重要なものです。

合格者の皆様には、より充実した大学生活を送るために、入学前の学習に取り組まれますようお願いいた

します。
 
 
 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

 
 

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング
入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－11－
－ 12－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「コミュニケーション力養成①」

入学準備学習プログラムとして外国語学部が用意しているのは「コミュニケーション力養成①」です。この講
座は 10回の講義から構成されます。本講座では、（１）他者理解、（２）自己の客観的把握、の 2点を土台とし
て、社会人としてふさわしいコミュニケーション力の修得に取り組みます。性格診断テストも活用した自己 PR
など、ユニークなプログラムとなります。またこのプログラムの中には 2回の文書添削が含まれています。テー
マは「お世話になった方へお礼の手紙を書く」「自己分析・自己 PRの作成」です。この課題は添削されて返却さ
れますので、その際にはぜひ丁寧に見返して自分の文章のどこを修正すべきかなどを確認しておいてください。
一定のまとまった文章を書くことは、日本語であれ、外国語であれ、非常に重要な能力です。この機会に「（ま
とまった）文章を書く」ことに取り組んでください。
これから大学に入学するまでの期間でどれだけきちんと学習したかが大切です。映像授業をくり返し見直しま

しょう。

#01 コミュニケーションとは？ #06 コミュニケーションの実践（2）

#02 コミュニケーションのベースをつくる #07 コミュニケーションの実践（3）

#03 さまざまなコミュニケーション #08 パーソナリティとコミュニケーション

#04
コミュニケーションツール
【小論文添削課題１】 #09

コミュニケーションのための PR
【小論文添削課題２】

#05 コミュニケーションの実践（1） #10 コミュニケーションの実践（4）

■推薦図書リスト
『外国語学習に成功する人、しない人―第二言語習得論への招待』白井恭弘、
岩波科学ライブラリー、2004 年
『外国語学習の科学－第二言語習得論とは何か』白井恭弘、岩波新書、 年
『言語学が好きになる本』町田健、研究社、 年
『ワインズバーグ、オハイオ』 アンダーソン、上岡伸雄（翻訳）、新潮文庫、 年
『オリヴァー・ツイスト』 ディケンズ、加賀山卓朗 翻訳 、新潮文庫、 年
『観光学入門―ポスト・マス・ツーリズムの観光学』岡本伸之（編集）、有斐閣アルマ、 年

推薦図書リストは、英語や外国語学習、言語学、さらにアメリカ文学、イギリス文学の小説、観光学などから
取り上げました。どれも学校や地域の図書館などで見つけることができます。また本屋さんに注文して買ってみ
てもいいでしょう。
本を読むということは、自分の創造力を広げることにつながります。自分が知らなかったことや直接経験でき

ないことを手に入れることができるのです。もちろん現在では、知りたいことは、皆さんのパソコンやスマホで
その場でわかります。しかし、本をじっくり読むことによって、知りたい情報だけでなくそこにたどり着くまで
の道筋も併せて手に入れることができます。大学に入学するまでに、「本を読む」こと（もしできれば「本をた
くさん読む」こと）を経験してきてください。

－14－

－13－

外国語学部 入学準備学習プログラム

外国語学部では、皆さんが、大学入学後の学習、特に英語を使う学習をより効果的に進めることができるよう
に、入学までの期間を利用して、「入学準備学習プログラム」を実施しています。日本国内でも、海外でも、英
語を実践的に用いるときに重要となるのは、外国語習得の前提となるコミュニケーション能力です。コミュニケ
ーション能力を伸ばすには、自分と他者を客観的に観察し、また他者を深く理解し、その中で自分を成長させて
いくことが鍵となります。このプログラムで、そういった基本的な能力をしっかり身につけてくださることを期
待しています。ぜひ積極的にこのプログラムに取り組んで下さい。

またこの「入学準備学習プログラム」に取り組むと同時に、高等学校では卒業までしっかり授業を受けて、大
学生活でも、毎日の英語の練習が持続できるようにしてください。英語が自由に使えるようになると、世界が広
がります。そのためには、大学入学後も毎日規則的な生活や学習を維持できることが、大学 4 年間の豊かな実り
につながります。

外国語学部は、皆さんのご入学を楽しみにしております。ぜひ世界に羽ばたく大きな翼を背中につけてく
ださい。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
グローバル人材入試

指定校推薦入試
アクティブ・ラーニング

入試（追試）
グローバル人材入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－ 13－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「コミュニケーション力養成①」

入学準備学習プログラムとして外国語学部が用意しているのは「コミュニケーション力養成①」です。この講
座は 10回の講義から構成されます。本講座では、（１）他者理解、（２）自己の客観的把握、の 2点を土台とし
て、社会人としてふさわしいコミュニケーション力の修得に取り組みます。性格診断テストも活用した自己 PR
など、ユニークなプログラムとなります。またこのプログラムの中には 2回の文書添削が含まれています。テー
マは「お世話になった方へお礼の手紙を書く」「自己分析・自己 PRの作成」です。この課題は添削されて返却さ
れますので、その際にはぜひ丁寧に見返して自分の文章のどこを修正すべきかなどを確認しておいてください。
一定のまとまった文章を書くことは、日本語であれ、外国語であれ、非常に重要な能力です。この機会に「（ま
とまった）文章を書く」ことに取り組んでください。
これから大学に入学するまでの期間でどれだけきちんと学習したかが大切です。映像授業をくり返し見直しま

しょう。

#01 コミュニケーションとは？ #06 コミュニケーションの実践（2）

#02 コミュニケーションのベースをつくる #07 コミュニケーションの実践（3）

#03 さまざまなコミュニケーション #08 パーソナリティとコミュニケーション

#04 コミュニケーションツール
【小論文添削課題１】 #09 コミュニケーションのための PR

【小論文添削課題２】

#05 コミュニケーションの実践（1） #10 コミュニケーションの実践（4）

■推薦図書リスト
『外国語学習に成功する人、しない人―第二言語習得論への招待』白井恭弘、
岩波科学ライブラリー、2004 年
『外国語学習の科学－第二言語習得論とは何か』白井恭弘、岩波新書、 年
『言語学が好きになる本』町田健、研究社、 年
『ワインズバーグ、オハイオ』 アンダーソン、上岡伸雄（翻訳）、新潮文庫、 年
『オリヴァー・ツイスト』 ディケンズ、加賀山卓朗 翻訳 、新潮文庫、 年
『観光学入門―ポスト・マス・ツーリズムの観光学』岡本伸之（編集）、有斐閣アルマ、 年

推薦図書リストは、英語や外国語学習、言語学、さらにアメリカ文学、イギリス文学の小説、観光学などから
取り上げました。どれも学校や地域の図書館などで見つけることができます。また本屋さんに注文して買ってみ
てもいいでしょう。
本を読むということは、自分の創造力を広げることにつながります。自分が知らなかったことや直接経験でき

ないことを手に入れることができるのです。もちろん現在では、知りたいことは、皆さんのパソコンやスマホで
その場でわかります。しかし、本をじっくり読むことによって、知りたい情報だけでなくそこにたどり着くまで
の道筋も併せて手に入れることができます。大学に入学するまでに、「本を読む」こと（もしできれば「本をた
くさん読む」こと）を経験してきてください。

－14－

－13－

外国語学部 入学準備学習プログラム

外国語学部では、皆さんが、大学入学後の学習、特に英語を使う学習をより効果的に進めることができるよう
に、入学までの期間を利用して、「入学準備学習プログラム」を実施しています。日本国内でも、海外でも、英
語を実践的に用いるときに重要となるのは、外国語習得の前提となるコミュニケーション能力です。コミュニケ
ーション能力を伸ばすには、自分と他者を客観的に観察し、また他者を深く理解し、その中で自分を成長させて
いくことが鍵となります。このプログラムで、そういった基本的な能力をしっかり身につけてくださることを期
待しています。ぜひ積極的にこのプログラムに取り組んで下さい。

またこの「入学準備学習プログラム」に取り組むと同時に、高等学校では卒業までしっかり授業を受けて、大
学生活でも、毎日の英語の練習が持続できるようにしてください。英語が自由に使えるようになると、世界が広
がります。そのためには、大学入学後も毎日規則的な生活や学習を維持できることが、大学 4 年間の豊かな実り
につながります。

外国語学部は、皆さんのご入学を楽しみにしております。ぜひ世界に羽ばたく大きな翼を背中につけてく
ださい。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
グローバル人材入試

指定校推薦入試
アクティブ・ラーニング

入試（追試）
グローバル人材入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－ 14－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「コミュニケーション力養成①」

この講座では 回にわたって、日本語と社会人としての大学生に求められるコミュニケーション力について、
言葉の観点と心理的な観点の双方から理解します。テーマだけを見ると、何やらとても難しいことをするように
も見えますが、すでに皆さんが中学校、高等学校で身に付けてきたはずのものが基礎となっています。そういう
意味では日本語能力と日本語を中心として対人関係の構築の総合的な復習ということにもなります。とはいえ、
日本人だから、日本で長く生活してきたからというだけで、正しい日本語コミュニケーションの力が備わってい
るというわけではありません。どんなに日本語で話すことが得意という人でも、必ず落とし穴があり、また人と
コミュニケーションをとることが苦手だという人にも「ちゃんと理解できている」というところが少なからずあ
るものです。この講座で、皆さんが自分では気づかない弱点や、やってみれば意外とできることなどを確かめな
がら、あなたのコミュニケーション能力を、もう一段高いところに引きあげていきましょう。国際文化学部を目
指す皆さんは日本語を軽視しがちなのですが、正しい日本語能力が備わっていてこそ、はじめて外国語学修が活
かされるのです。

コミュニケーションとは？ コミュニケーションの実践（ ）

コミュニケーションのベースをつくる コミュニケーションの実践（ ）

さまざまなコミュニケーション パーソナリティとコミュニケーション

コミュニケーションツール
【小論文添削課題１】

コミュニケーションのための
【小論文添削課題２】

コミュニケーションの実践（ ） コミュニケーションの実践（ ）

■推薦図書リスト
『みんな幸せってどんな世界－共存学のすすめ』古沢広祐、ほんの木、 年

『野生哲学－アメリカ・インディアンに学ぶ－』管啓次郎・小池桂一、講談社現代新書、 年

『天才はあきらめた』山里亮太、朝日文庫、 年

『わかりあえないことから―コミュニケーション能力とは何か』平田オリザ、講談社現代新書、 年

『ナグネ 中国朝鮮族の友と日本』最相葉月、岩波新書、 年

『在日外国人 第三版―法の壁、心の溝』田中宏、岩波新書、 年

『新しい世界史へ－地球市民のための構想－』羽田正、岩波新書、 年

最近の情報社会では、知りたいことは何でもパソコンやスマホを活用することで手に入れることができるよ
うです。しかし、知りたい世界をさらに広げるためには未知の領域に踏み込んでいく必要があります。そのた
めの方法の一つが本を読むということです。本は知識の宝庫でもありますが、生きるための知恵や方法に気づ
くための大切な情報源でもあります。国際文化学部では、とても広い学問分野と世界中の人々との交流を対象
とした学びの世界が広がります。皆さんはその中で、あなただけの独自の世界を創造してください。そのため
に、まず本を読むことから始めましょう。教員お薦めの本を、一読してみてください。

－16－

国際文化学部 入学準備学習プログラム

国際文化学部では早期に入学が決定した皆さんに対して「入学準備学習プログラム」を用意し、学習への積極
的な参加をお勧めしています。このプログラムは、国際文化学部に入学するまでの貴重な時間を活用して、この
学部で学習するための基礎的な能力や学習に取り組む姿勢などを養うことを目的としています。国際文化という
言葉は近年では身近なものになりつつありますが、実際にどのような学習をし、それが将来的にどのような役に
立つのか、あるいはどのような進路につながっていくのかということについては、あまり知られてはいません。

国際文化学部は国際理解、国際交流、国際協力、国際支援というさまざまな段階で、皆さん自身が世界の多く
の人々とつながりを持ち、皆さん自身の生活の領域を広げていくことを目的として開設されました。そのような
交流を実際に進めていく上で大切なことは、いろいろな意味でのコミュニケーション能力を高めるということで
す。あなたがこれから初めて出会う、知らない世界の、言葉も通じないような場面で、相手とコミュニケーショ
ンを円滑に行うためには、にっこり笑うということも大切でしょうが、何よりも意味のある言葉の連鎖ややりと
りが必要になります。私たちが言語を学習する重要な意味はそこにあるのです。世界には多くの言語があり、世
界は言語的に分断されています。しかし、国際共通語としての英語を中心とした言語を学習することで、私たち
は異なった文化や生活習慣を持つ人々と、対話し、仲良くなることができるのです。

そのために国際文化学部では英語と少なくとももう一つの言語を学習することになりますが、もう一つ見逃さ
れがちで、しかし、とりわけ大切なことは社会人としての「日本語能力」を高めるということです。日本語が話
せるのは当たり前と思っている人が大半でしょうが、あなたは正しい日本語でコミュニケーションしているでし
ょうか？ 外国語学修がどれほど上達しても、それを正しい日本語で表現できなければ何の意味もありませんね。
これまでの実力を検証しなおして、もうワンランク上の正確でわかりやすい表現方法を磨いてみましょう。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み ※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター

URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。
https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn

（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
グローバル人材入試

指定校推薦入試
アクティブ・ラーニング入試（追試）

グローバル人材入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－15－－ 15－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「コミュニケーション力養成①」

この講座では 回にわたって、日本語と社会人としての大学生に求められるコミュニケーション力について、
言葉の観点と心理的な観点の双方から理解します。テーマだけを見ると、何やらとても難しいことをするように
も見えますが、すでに皆さんが中学校、高等学校で身に付けてきたはずのものが基礎となっています。そういう
意味では日本語能力と日本語を中心として対人関係の構築の総合的な復習ということにもなります。とはいえ、
日本人だから、日本で長く生活してきたからというだけで、正しい日本語コミュニケーションの力が備わってい
るというわけではありません。どんなに日本語で話すことが得意という人でも、必ず落とし穴があり、また人と
コミュニケーションをとることが苦手だという人にも「ちゃんと理解できている」というところが少なからずあ
るものです。この講座で、皆さんが自分では気づかない弱点や、やってみれば意外とできることなどを確かめな
がら、あなたのコミュニケーション能力を、もう一段高いところに引きあげていきましょう。国際文化学部を目
指す皆さんは日本語を軽視しがちなのですが、正しい日本語能力が備わっていてこそ、はじめて外国語学修が活
かされるのです。

コミュニケーションとは？ コミュニケーションの実践（ ）

コミュニケーションのベースをつくる コミュニケーションの実践（ ）

さまざまなコミュニケーション パーソナリティとコミュニケーション

コミュニケーションツール
【小論文添削課題１】

コミュニケーションのための
【小論文添削課題２】

コミュニケーションの実践（ ） コミュニケーションの実践（ ）

■推薦図書リスト
『みんな幸せってどんな世界－共存学のすすめ』古沢広祐、ほんの木、 年

『野生哲学－アメリカ・インディアンに学ぶ－』管啓次郎・小池桂一、講談社現代新書、 年

『天才はあきらめた』山里亮太、朝日文庫、 年

『わかりあえないことから―コミュニケーション能力とは何か』平田オリザ、講談社現代新書、 年

『ナグネ 中国朝鮮族の友と日本』最相葉月、岩波新書、 年

『在日外国人 第三版―法の壁、心の溝』田中宏、岩波新書、 年

『新しい世界史へ－地球市民のための構想－』羽田正、岩波新書、 年

最近の情報社会では、知りたいことは何でもパソコンやスマホを活用することで手に入れることができるよ
うです。しかし、知りたい世界をさらに広げるためには未知の領域に踏み込んでいく必要があります。そのた
めの方法の一つが本を読むということです。本は知識の宝庫でもありますが、生きるための知恵や方法に気づ
くための大切な情報源でもあります。国際文化学部では、とても広い学問分野と世界中の人々との交流を対象
とした学びの世界が広がります。皆さんはその中で、あなただけの独自の世界を創造してください。そのため
に、まず本を読むことから始めましょう。教員お薦めの本を、一読してみてください。

－16－

国際文化学部 入学準備学習プログラム

国際文化学部では早期に入学が決定した皆さんに対して「入学準備学習プログラム」を用意し、学習への積極
的な参加をお勧めしています。このプログラムは、国際文化学部に入学するまでの貴重な時間を活用して、この
学部で学習するための基礎的な能力や学習に取り組む姿勢などを養うことを目的としています。国際文化という
言葉は近年では身近なものになりつつありますが、実際にどのような学習をし、それが将来的にどのような役に
立つのか、あるいはどのような進路につながっていくのかということについては、あまり知られてはいません。

国際文化学部は国際理解、国際交流、国際協力、国際支援というさまざまな段階で、皆さん自身が世界の多く
の人々とつながりを持ち、皆さん自身の生活の領域を広げていくことを目的として開設されました。そのような
交流を実際に進めていく上で大切なことは、いろいろな意味でのコミュニケーション能力を高めるということで
す。あなたがこれから初めて出会う、知らない世界の、言葉も通じないような場面で、相手とコミュニケーショ
ンを円滑に行うためには、にっこり笑うということも大切でしょうが、何よりも意味のある言葉の連鎖ややりと
りが必要になります。私たちが言語を学習する重要な意味はそこにあるのです。世界には多くの言語があり、世
界は言語的に分断されています。しかし、国際共通語としての英語を中心とした言語を学習することで、私たち
は異なった文化や生活習慣を持つ人々と、対話し、仲良くなることができるのです。

そのために国際文化学部では英語と少なくとももう一つの言語を学習することになりますが、もう一つ見逃さ
れがちで、しかし、とりわけ大切なことは社会人としての「日本語能力」を高めるということです。日本語が話
せるのは当たり前と思っている人が大半でしょうが、あなたは正しい日本語でコミュニケーションしているでし
ょうか？ 外国語学修がどれほど上達しても、それを正しい日本語で表現できなければ何の意味もありませんね。
これまでの実力を検証しなおして、もうワンランク上の正確でわかりやすい表現方法を磨いてみましょう。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み ※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター

URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。
https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn

（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
グローバル人材入試

指定校推薦入試
アクティブ・ラーニング入試（追試）

グローバル人材入試（追試）

指定校推薦入試
（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－15－ － 16－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）
90 分の映像授業（10回）と課題提出（10回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。

※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学部が指定した下記の 10 単元の
課題に取り組みます。さらに、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれ
るすべての授業を積極的に自習し、大学での学びの準備をしていただけることを期待しています。

#01 デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける #06 情報時代の要約術

#02 ことばを自分のものにする #07 複眼的に思考するための読書

#03 社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方 #08

むずかしい本を読む方法
（文章要約）

#04 将来の夢について考える
【小論文添削課題１】 #09

常識を批判する力を養う
（表・グラフ要約）

#05 作文とレポート #10
働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】

■推薦図書リスト
『スポーツ科学の教科書』谷本道哉、岩波ジュニア新書、 年
『スポーツ教養入門』高峰修、岩波ジュニア新書、 年
『スマホ脳』アンデシュ・ハンセン、久山葉子 翻訳 、新潮新書、 年
『スポーツは「良い子」を育てるか』永井洋一、生活人新書、 年
『先生！』池上彰（編集）、岩波新書、 年
『バカの壁』養老孟司、新潮新書、 年
『図解 菜根譚』齋藤孝、ウェッジ、 年

興味があることや疑問に思ったことを、とりあえずスマホで調べて分かった気になることが多い時代です。確

かに便利な世の中です。しかしそのような時代・社会であるからこそ、「本」という「知」に目を向けることが

重要になります。これまであまり読書の経験がない人や、なんとなく苦手意識のある人は、先ず新聞や雑誌等の

記事の中で、少しでも興味のあることに目を向けて文章を読んでみてはどうでしょうか。また機会を見つけて学

校の図書室や公共の図書館、街中の書店に立ち寄り、本を手に取ってみてはどうでしょう。

本の内容を理解し、心を動かし、最後には作者の思いを想像する等、「本に埋没する体験」はスポーツや遊び

に埋没する体験と同様に、あなたの可能性を必ずや広げてくれます。本を読み、脳を鍛えることは、コーチや教

員としての人間性を育む上で欠かせないトレーニングです。

－18－

スポーツ健康学部 入学準備学習プログラム

スポーツ健康学部では、大学での学修に必要となる基礎的な文章読解力・作文力を身につけていただくため、
入学までの期間を利用して「入学準備学習プログラム」を実施します。この入学準備学習プログラムは、映像教
材をもとに自宅で学習し、数回にわたって課題を提出して添削を受けるものです。

高校までの学習に比べて、大学では、幅広く多くの情報を読み取り整理する能力が必要となります。例えば、
より高度なスポーツの実践力や健康の実現力、それらのための指導力・教育力を身につけるためには読解力・作
文力を介した考えをまとめる力が根本・根底となります。そしてこの能力は、それら大学での学修のためばかり
でなく将来の就職対策、さらには社会生活の対策としても不可欠です。

合格者の皆様におかれましては、より充実した大学生活を送るためにも、自分自身の将来のためにも、積極的
に入学準備学習に取り組むようお願いいたします。 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング入試（追試）
指定校推薦入試

（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  

－17－
－ 17－



■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「大学生の学び方講座」（ベーシック国語②・国語標準ミックス）
90 分の映像授業（10回）と課題提出（10回、うち小論文添削課題２回）で構成されています。

※「ベーシック国語②」「国語標準（要約編）」という２つの教材から、本学部が指定した下記の 10 単元の
課題に取り組みます。さらに、指定していない単元の授業も視聴することができますので、教材に含まれ
るすべての授業を積極的に自習し、大学での学びの準備をしていただけることを期待しています。

#01 デジタル時代にふさわしい
言葉力をつける #06 情報時代の要約術

#02 ことばを自分のものにする #07 複眼的に思考するための読書

#03 社会を見つめる目をもつ
～新聞の読み方 #08

むずかしい本を読む方法
（文章要約）

#04 将来の夢について考える
【小論文添削課題１】 #09

常識を批判する力を養う
（表・グラフ要約）

#05 作文とレポート #10
働くことの一番底にあるもの
【小論文添削課題２】

■推薦図書リスト
『スポーツ科学の教科書』谷本道哉、岩波ジュニア新書、 年
『スポーツ教養入門』高峰修、岩波ジュニア新書、 年
『スマホ脳』アンデシュ・ハンセン、久山葉子 翻訳 、新潮新書、 年
『スポーツは「良い子」を育てるか』永井洋一、生活人新書、 年
『先生！』池上彰（編集）、岩波新書、 年
『バカの壁』養老孟司、新潮新書、 年
『図解 菜根譚』齋藤孝、ウェッジ、 年

興味があることや疑問に思ったことを、とりあえずスマホで調べて分かった気になることが多い時代です。確

かに便利な世の中です。しかしそのような時代・社会であるからこそ、「本」という「知」に目を向けることが

重要になります。これまであまり読書の経験がない人や、なんとなく苦手意識のある人は、先ず新聞や雑誌等の

記事の中で、少しでも興味のあることに目を向けて文章を読んでみてはどうでしょうか。また機会を見つけて学

校の図書室や公共の図書館、街中の書店に立ち寄り、本を手に取ってみてはどうでしょう。

本の内容を理解し、心を動かし、最後には作者の思いを想像する等、「本に埋没する体験」はスポーツや遊び

に埋没する体験と同様に、あなたの可能性を必ずや広げてくれます。本を読み、脳を鍛えることは、コーチや教

員としての人間性を育む上で欠かせないトレーニングです。
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スポーツ健康学部 入学準備学習プログラム

スポーツ健康学部では、大学での学修に必要となる基礎的な文章読解力・作文力を身につけていただくため、
入学までの期間を利用して「入学準備学習プログラム」を実施します。この入学準備学習プログラムは、映像教
材をもとに自宅で学習し、数回にわたって課題を提出して添削を受けるものです。

高校までの学習に比べて、大学では、幅広く多くの情報を読み取り整理する能力が必要となります。例えば、
より高度なスポーツの実践力や健康の実現力、それらのための指導力・教育力を身につけるためには読解力・作
文力を介した考えをまとめる力が根本・根底となります。そしてこの能力は、それら大学での学修のためばかり
でなく将来の就職対策、さらには社会生活の対策としても不可欠です。

合格者の皆様におかれましては、より充実した大学生活を送るためにも、自分自身の将来のためにも、積極的
に入学準備学習に取り組むようお願いいたします。 

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング入試（追試）
指定校推薦入試

（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  
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■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「医歯薬看護系小論文」

入学準備学習プログラムとしてリハビリテーション学部が用意しているのは「医歯薬看護系小論文」です。こ
の講座は 10回の講義から構成されます。将来患者さんを相手にする皆さんには、医学・医療の高度な知識と技
術に加えてすぐれたコミュニケーション能力、説明能力が求められます。本講座では、医療人としてふさわしい
コミュニケーション能力の習得に取り組みます。すなわち、情報を正しく理解する力、他人の考えに共感する心、
自分の考えをまとめ正確に伝える能力の習得を目指します。小論文添削が含まれていますので、この機会にわか
りやすい文章を書くことに取り組んで下さい。
上記の入学準備学習プログラムに取り組むとともに、ぜひ、新聞などでニュースや記事を読む習慣をつけて社

会で起きているさまざまな事柄に関心をもつよう努めてください。これにより色々な言葉や表現の仕方を身につ
けることができます。語彙すなわちボキャブラリーを増やすことで、自分が表現したいことをより正確に、詳細
に、分かりやすく相手に伝えることができるようになります。
また、以下にあげる推薦図書のいくつかを購入するか図書館などを利用して読んでください。生命科学の不思

議さやおもしろさ、病む人の生きる姿にふれてみてください。皆さんがこれから歩を進めて行く世界の一端を知
る機会にもなります。

#01 小論文の考え方と書き方
論点、意見、理由、そして反論 #06

「医療と幸福」について①
想像力を鍛える方法

【小論文添削課題 3】延命治療

#02
「医療技術の進歩」について①
原稿用紙の使い方

【小論文添削課題 1】iPS細胞
#07

「医療と幸福」について②
患者の声に耳を傾けること

#03
「医療技術の進歩」について②
事例と一般化 #08

「医療技術の進歩と高齢社会」について
【小論文添削課題 4】
医療技術の進歩と高齢社会

#04
「医療従事者と患者の関係」について①
【小論文添削課題 2】
インフォームド・コンセント

#09
「終末期医療」について
物事を順序立てて説明する方法

#05
「医療従事者と患者の関係」について②
長所と短所のバランスを考える #10

「笑いの効用」について
文章を補って分かりやすい説明にする
方法

■推薦図書リスト（出版年順）
『ゾウの時間 ネズミの時間』本川達雄、中公新書、 年
『１リットルの涙 難病と闘い続ける少女 亜也の日記』木藤亜也、幻冬舎文庫、 年
『脳から見たリハビリ治療』久保田競・宮井一郎、ブルーバックス、 年
『壊れた脳 生存する知』山田規畝子、角川ソフィア文庫、 年
『こんな夜更けにバナナかよ 筋ジス・鹿野靖明とボランティアたち』渡辺一史、文春文庫、 年 
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リハビリテーション学部 入学準備学習プログラム

リハビリテーション学部では、早期にリハビリテーション学部への入学が決まった皆さんに対して「入学準備
学習プログラム」を用意しています。このプログラムは、リハビリテーション学部に入学するまでの貴重な期間
を利用して、考えをまとめる・説明する・文章を書く、という大学での学修に必要不可欠な基礎的能力の向上や
修得をめざすとともに、医療を取り巻く様々な問題や話題に関心をもってもらうために実施するものです。

皆さんはこれから理学療法学、リハビリテーションという医学、医療を学んでいくことになりますが、膨大な
医学的知識を習得するためには、これまでのような、どちらかというと受け身の学習ではなく、自分から積極的
に問題に取り組んで行く姿勢が不可欠になります。「入学準備学習プログラム」はこのような積極的姿勢を養う
ことも目的としています。このプログラムで大学での学修だけでなく将来のキャリアにつながる基礎的な能力や
技術を磨いてください。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング入試（追試）
指定校推薦入試

（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  
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■通信添削講座 カリキュラム（全 10講）
「医歯薬看護系小論文」

入学準備学習プログラムとしてリハビリテーション学部が用意しているのは「医歯薬看護系小論文」です。こ
の講座は 10回の講義から構成されます。将来患者さんを相手にする皆さんには、医学・医療の高度な知識と技
術に加えてすぐれたコミュニケーション能力、説明能力が求められます。本講座では、医療人としてふさわしい
コミュニケーション能力の習得に取り組みます。すなわち、情報を正しく理解する力、他人の考えに共感する心、
自分の考えをまとめ正確に伝える能力の習得を目指します。小論文添削が含まれていますので、この機会にわか
りやすい文章を書くことに取り組んで下さい。
上記の入学準備学習プログラムに取り組むとともに、ぜひ、新聞などでニュースや記事を読む習慣をつけて社

会で起きているさまざまな事柄に関心をもつよう努めてください。これにより色々な言葉や表現の仕方を身につ
けることができます。語彙すなわちボキャブラリーを増やすことで、自分が表現したいことをより正確に、詳細
に、分かりやすく相手に伝えることができるようになります。
また、以下にあげる推薦図書のいくつかを購入するか図書館などを利用して読んでください。生命科学の不思

議さやおもしろさ、病む人の生きる姿にふれてみてください。皆さんがこれから歩を進めて行く世界の一端を知
る機会にもなります。

#01 小論文の考え方と書き方
論点、意見、理由、そして反論 #06

「医療と幸福」について①
想像力を鍛える方法

【小論文添削課題 3】延命治療

#02
「医療技術の進歩」について①
原稿用紙の使い方

【小論文添削課題 1】iPS細胞
#07

「医療と幸福」について②
患者の声に耳を傾けること

#03
「医療技術の進歩」について②
事例と一般化 #08

「医療技術の進歩と高齢社会」について
【小論文添削課題 4】
医療技術の進歩と高齢社会

#04
「医療従事者と患者の関係」について①
【小論文添削課題 2】
インフォームド・コンセント

#09
「終末期医療」について
物事を順序立てて説明する方法

#05
「医療従事者と患者の関係」について②
長所と短所のバランスを考える #10

「笑いの効用」について
文章を補って分かりやすい説明にする
方法

■推薦図書リスト（出版年順）
『ゾウの時間 ネズミの時間』本川達雄、中公新書、 年
『１リットルの涙 難病と闘い続ける少女 亜也の日記』木藤亜也、幻冬舎文庫、 年
『脳から見たリハビリ治療』久保田競・宮井一郎、ブルーバックス、 年
『壊れた脳 生存する知』山田規畝子、角川ソフィア文庫、 年
『こんな夜更けにバナナかよ 筋ジス・鹿野靖明とボランティアたち』渡辺一史、文春文庫、 年 
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リハビリテーション学部 入学準備学習プログラム

リハビリテーション学部では、早期にリハビリテーション学部への入学が決まった皆さんに対して「入学準備
学習プログラム」を用意しています。このプログラムは、リハビリテーション学部に入学するまでの貴重な期間
を利用して、考えをまとめる・説明する・文章を書く、という大学での学修に必要不可欠な基礎的能力の向上や
修得をめざすとともに、医療を取り巻く様々な問題や話題に関心をもってもらうために実施するものです。

皆さんはこれから理学療法学、リハビリテーションという医学、医療を学んでいくことになりますが、膨大な
医学的知識を習得するためには、これまでのような、どちらかというと受け身の学習ではなく、自分から積極的
に問題に取り組んで行く姿勢が不可欠になります。「入学準備学習プログラム」はこのような積極的姿勢を養う
ことも目的としています。このプログラムで大学での学修だけでなく将来のキャリアにつながる基礎的な能力や
技術を磨いてください。

● スケジュール

※ 合格通知書を送付した住所に発送します。別の住所を希望する場合は、
合格発表日から３営業日以内に、裏表紙に記載している連絡先まで申し出てください。

● 受講料  22,000 円（税込み）

● 納入方法  銀行振込み
※教材送付時に振込先のご案内を同封します。
教材到着後 5 営業日以内に必ずお振込みください。

● 課題内容に関するお問い合わせ先
株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター
URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn
（TEL：0570-052888 [受付時間] 平日 10：00～19：00（土日祝除く））

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

入試区分 アクティブ・ラーニング入試
指定校推薦入試

アクティブ・ラーニング入試（追試）
指定校推薦入試

（追試）

合格発表 11/1（金） 12/1（日） 12/13（金）

教材発送予定日※ 11/22（金） 12/23（月） 12/27（金）

学習開始 11/27（水） 12/27（金） 1/6（月）

プログラムについて  
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進学予定の学部が用意する
「入学準備学習プログラム」には

必ず参加してください。
 

●教材送付先に関するお問い合わせ先

●入金・課題内容に関するお問い合わせ先

株式会社ナガセ（東進ハイスクール）入学前教育センター

URL・QR コードからチャットボットにてお問い合わせください。

https://app.chatplus.jp/chat/visitor/785dcdc6_1?t=btn

☎ 0570 052888（受付：平日 10 時 00 分～19 時 00 分）

名名古古屋屋学学院院大大学学 入入学学準準備備学学習習ププロロググララムム 検検索索

名古屋学院大学：教務課 入学準備学習係
〒456 8612

名古屋市熱田区熱田西町 1 番 25 号

☎ 052‐678‐4087（受付：平日 8 時 45 分～16 時 45 分） ✉ kyoumuka@ngu.ac.jp

教材は合格通知書を送付した住所に発送します。

別住所への送付を希望する場合、合格発表日から３営業日以内に上記までご連絡ください。

過年度の入学準備学習プログラム受講者の声について、以下より閲覧が可能です。

https://www.ngu.jp/campuslife/learning support/preparation/

 

 


